
隔月
刊行

会報誌「NPOkayama」をご覧いただ

き、ありがとうございます。このたび、当法

人初の会報誌をお届けできたことを嬉しく

思います。NPO法人岡山NPOセンターで

は「機関誌」を前身団体のNPOサポート

ネットワーク時代から発行してまいりました

が20年を経ましたことと、その間にSNSの

普及・一般化など社会状況が変化してき

たことを踏まえて、この度、「会報誌」として

隔月で情報をお届けする形へと変更し、

あらためて創刊とさせていただきました。

今回の会報誌は普段より皆様の事務

や経営のサポートをさせていただいておりま

すＮＰＯ事務支援センターのチームが中

心となり、ＮＰＯの運営・経営の現場で

必要な情報をお届けすることに主軸を置

いてお届けをさせていただきます。本会報

誌が皆様のＮＰＯ経営に少しでもお役

に立つことを願っています。
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会報「NPOkayama」はNPO法人岡山NPOセンターの会員の皆さまに向けて、

NPOの運営・経営に役立つ情報や岡山NPOセンターの最新情報をタイムリーにお届

けする会報誌です。編集・発行は岡山NPOセンター内のNPO事務支援センター

（所長・加藤彰子）が行っております。普段より会員の皆さまの個別支援に取り組

んでいる目線から現場に役立つ情報をお届けさせていただきます。

事務局と会員の皆さまをつなぐコミュニケーションマガジンを目指して

～会報誌の刊行開始にあたってのご挨拶～

総会後の手続き・書類の整理

1.所轄庁への手続き
【毎年】
●事業報告書等の提出
事業終了後3カ月以内に提出する。

【変更があった場合の手続き】
●役員の変更の届出
・役員の変更があった場合は手続きが必要。
・新しい人が役員になる場合は、「就任承諾及び誓約書」の写しと「住民票」も
提出する。ただし、就任承諾書に住民票の通り記載をしていれば、住民票は省
略可能。

●定款変更の届出、定款変更認証申請
・定款を変更した場合は手続きが必要。
・所轄庁の認証が必要な場合と、届出のみでいい場合があり、それぞれ手続きの
流れが異なる。
→ 所轄庁により様式や方法が異なるので、それぞれの手引きを要確認！

(提出書類)
〇事業報告書等提出書(表紙)
→ それぞれの所轄庁で様式が決まってるので要注意！

手引きや所轄庁のHPで最新版を確認しよう！

〇事業報告書
〇活動計算書・計算書類の注記
〇貸借対照表
〇財産目録
〇前事業年度の年間役員名簿
〇前事業年度の末日における社員のうち１０人以上の者の氏名

表紙の控えを作成し、
書類提出時に控えにも
受付印を押してもらおう！
いつ提出したかわかる
よ！！

忘れやすいので注意！ 【役員変更】(所轄庁、法務局)
・役員の住所、氏名を変更する場合や、任期満了後同じ人が役員を
継続する場合も、手続きが必要となる。



2.法務局への手続き
【変更があった場合の手続き】
●役員の変更登記

●定款の目的及び業務、名称の変更登記
・上記の内容が変更になる場合、所轄庁で定款の認証の到達後、2週間
以内に変更登記を行う。

・役員変更後、2週間以内に変更登記をする。
・代表者が変更になった場合は、代表印の使用者を変更する。
→代表印は作り変える必要はない。

3.貸借対照表の公告
・定款で定められた方法で毎年公告を行う。
→ 定款の「公告の方法」の記載を確認しよう！

4.事務所に備え置く書類の整理
・NPO法人は、以下の書類を事務所に備え置かなければならない。
・利害関係人から請求があれば、すぐに開示しなければならない。
・認定NPO法人は、利害関係人以外からの請求にも開示が必要となる。

【閲覧対象書類一覧】
(作成日から起算して5年が経過した日を含む事業年度末日まで
保存)
〇事業計画書
〇活動計算書・計算書類の注記
〇貸借対照表
〇財産目録
〇前事業年度の年間役員名簿
〇前事業年度の末日における社員のうち１０人以上の者の氏名

(常時保存)
〇最新の定款
〇最新の役員名簿
〇最新の登記事項全部証明書の写し
〇最新の定款に係わる認証書の写し
〇設立時の財産目録

NPO事務支援センターの紹介

経理や手続き 、手間がかか ら ず
正確にできればそれが一番いい。

NPO法人岡山NPOセンターは、2013年4月より上記のキャッチフレーズのもとNPO

事務支援センターの事業を開始し、事務支援を実施して参りました。

今後もこれらの取り組みで培ってきたノウハウを活かし、事務にお悩みを抱える皆様

を応援・お手伝いさせていただきます。

【NPO事務支援センターの特長】

１．実務経験豊富な担当します！

NPOでの活動当事者としての「現場経験」と「支援経験」を持つ職員が担当します。

２．団体に沿った支援を行います。

依頼内容は団体によって千差万別です。はじめに入念に打ち合わせの時間を取らせ

て頂き、ご希望に沿った支援をご提案・お見積りします。いろんなお悩みに柔軟に対応

します。

３．士業にもお繋ぎします。

ご依頼内容によって、税理士や社会保険労務士、司法書士等の士業専門家の方

のお力が必要な場合にも、「NPOがわかっている」専門家をご紹介することも可能です。

【NPO事務支援センター2021年度実績】

相談件数：86件

代行件数（バックオフィス支援）：35団体

専門家紹介件数：5団体

事務局検診（組織基盤強化事業）：6法人

NPO相談の窓口（香川県事業）：27団体（のべ48件）


